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新
聞
局
の
活
動
に
つ
い
て 

 

新
聞
局
は
現
在
、
毎
週
水
曜
日
に
、
二
年

生
二
名
、
一
年
生
二
名
で
活
動
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
新
聞
製
作
、
学
校
祭
や
体
育
祭

に
お
け
る
写
真
撮
影
、
室
蘭
支
部
新
聞
局

研
究
大
会
へ
の
参
加
と
い
ỵ
た
活
動
を
し

て
き
た
。
ま
た
、
一
一
月
に
は
だ
て
歴
史
の

杜
カ
ル
チ
ἀ
ổ
セ
ン
タ
ổ
で
行
わ
れ
る
市

民
総
合
文
化
祭
の
「
伊
達
写
真
連
盟
作
品

展
一
般
公
募
展
」
に
写
真
を
出
品
し
た
。 

 

新
聞
局
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た

は
、
写
真
を
撮
る
技
術
の
向
上
目
的
の
入

局
な
ど
も
大
歓
迎
。
興
味
の
あ
る
生
徒
は

顧
問
(
⾧
谷
先
生
・
井
口
先
生
)
ま
で
。 

 

第
一
回
高
文
蓮
大
会 

の
参
加
報
告 

 

六
月
一
三
日
、北
海
道
室
蘭
東
翔
高

等
学
校
に
お
い
て
第
一
回
高
文
連
室

蘭
支
部
新
聞
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。午
前
中
に
室
蘭
工
業
大
学
の
中
に

あ
る
も
の
づ
く
り
基
盤
セ
ン
タ
ổ
で

に
お
い
て
、講
義
や
も
の
づ
く
り
を
体

験
し
た
。
午
後
は
会
場
に
戻
り
、
取
材

し
た
こ
と
を
も
と
に
一
人
一
枚
新
聞

を
制
作
し
た
。制
作
後
に
は
推
敲
の
た

め
の
グ
ル
ổ
プ
ワ
ổ
ク
も
実
施
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
を
読
み
合
い
意
見

を
交
流
し
あ
ỵ
た
こ
と
で
見
分
が
広

が
り
、今
後
の
活
動
に
生
き
る
有
意
義

な
大
会
と
な
ỵ
た
。 

 

第
二
回
高
文
蓮
大
会 

の
参
加
報
告 

一
〇
月
二
二
日
、
北
海
道
室
蘭
東
翔
高
等

学
校
に
お
い
て
第
二
回
高
文
連
室
蘭
支
部

新
聞
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道

札
幌
啓
成
高
等
学
校
で
新
聞
局
顧
問
を
務

め
る
岩
間
洋
之
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
午

前
は
新
聞
製
作
の
基
礎
に
関
わ
る
内
容
の

講
義
を
受
け
た
。
午
後
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ビ

ἁ
ổ
す
る
時
の
コ
ツ
や
相
手
を
不
快
に
さ

せ
な
い
質
問
の
仕
方
な
ど
を
演
習
形
式
で

学
ん
だ
。 

 

ま
た
、
各
校
で
制
作
し
た
新
聞
の
比
較

検
討
も
実
施
し
た
。
ど
の
よ
う
な
レ
イ
ア

ウ
ト
に
す
る
の
か
、
文
章
の
構
成
や
何
を

伝
え
た
い
の
か
に
つ
い
て
、
実
際
の
学
校

新
聞
を
比
較
し
な
が
ら
各
高
校
の
新
聞
制

作
の
た
め
の
技
術
を
高
め
る
た
め
の
話
し

合
い
が
持
た
れ
た
。 

 

令
和
六
年
度
の
高
文
連
室
蘭
支
部
大
会

は
こ
れ
で
終
了
と
な
る
。
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
見
や
す
く
な
る
か
、
ど
の
よ
う
な
話

題
が
読
者
の
興
味
を
引
く
の
か
、
二
回
に

わ
た
る
大
会
参
加
の
経
験
を
生
か
し
て
、

今
後
の
新
聞
制
作
に
生
か
し
て
活
動
を
継

続
し
て
い
く
。 

市
民
総
合
文
化
祭
へ
の 

写
真
出
品
に
つ
い
て 

 

一
〇
月
一
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

伊
達
市
の
市
民
総
合
文
化
祭
に
お
い
て
、
伊

達
写
真
連
盟
が
企
画
し
た
「
伊
達
写
真
連
盟

作
品
展
一
般
公
募
展
(
一
一
月
一
九
日
Ộ
二

三
日
、
だ
て
歴
史
の
杜
カ
ル
チ
ἀ
ổ
セ
ン
タ

ổ
あ
け
ぼ
の
講
堂
)」
へ
、
新
聞
局
よ
り
一

七
作
品
を
出
品
し
た
。 

今
年
度
は
「
有
珠
山
噴
火
の
記
録
＆
記

憶
」
が
特
設
さ
れ
、
フ
ỻ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
写

さ
れ
た
噴
火
の
瞬
間
や
、
噴
火
で
発
生
し
た

稲
妻
を
捉
え
た
写
真
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

人
は
そ
の
迫
力
に
息
を
の
ん
で
い
た
。
写
真

展
に
は
本
校
の
他
に
、
会
員
に
よ
る
作
品
、

一
般
公
募
さ
れ
た
作
品
、
北
海
道
壮
瞥
高
等

学
校
写
真
部
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

自
然
の
一
瞬
を
捉
え
た
も
の
、
人
の
表
情
を

切
り
取
ỵ
た
も
の
、
足
元
や
髪
の
毛
に
フ
Ỿ

ổ
カ
ス
し
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
並
ぶ
。
題
名
の
つ
け
方
な
ど
も
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
、
写
真
撮
影
に
関
わ
る
技
術
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

編
集
後
記 

 

初
の
新
聞
発
行
と
な
り
思
ỵ
た

よ
り
も
大
変
で
、
時
間
が
か
か
ỵ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の
新
聞
発

行
は
も
ỵ
と
早
く
書
き
上
げ
て
発

行
し
て
い
き
た
い
で
す
。(
武
田
実

莉
) 

 

 

コ
ン
ピ
ἁ
ổ
タ
ổ
上
で
新
聞
を

作
る
こ
と
は
初
め
て
で
し
た
が
、

研
究
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
し
た
。(
山
田
渉
太
) 

 

新
聞
を
書
く
機
会
は
な
か
な
か

な
か
ỵ
た
た
め
、
計
画
通
り
に
新

聞
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か

ỵ
た
で
す
。(
水
戸
愛
乃
) 

 

新
聞
を
書
く
こ
と
は
初
め
て
で

苦
戦
し
ま
し
た
が
、
研
究
会
で
の

経
験
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
い
き
ま
す
。(
森
輝
陽
) 

▲武田局⾧による発表 

▲ものづくり体験の様子 

▲写真展に参加した局員 

 

▲写真展に出品した局員の写真 


